
 

 

 

 

2 0 2 6 年 ８ 月 ７ 日 

東日本旅客鉄道株式会社 

 

今年もやります！救急救命ワークショップ「学生と学ぶ、命のそなえ」 

 

〇 ＪＲ東日本八王子事業本部は、「勇翔 2034」のもと、地域のみなさまとのつながりを深め、安心 

して暮らせる地域づくりに貢献するため、産官学が連携した体験型イベントを開催します。 

〇 例年ご好評いただいている杏林大学救急救命クラブ（KELC）による AED 体験を実施します。学

生とともに「いざというとき」に役立つスキルを学びながら、災害時の行動について考える機会

を提供します。 

〇 救急業務に対する市民のみなさまの認識を深めるため、東京消防庁八王子消防署による広報活動を

実施します。 

 

【イベント概要】～救急救命ワークショップ「学生と学ぶ、命のそなえ」～ 

「あなたはもし人の命に関わる場面に遭遇した際、災害が起こった場合に、 

自信を持って行動に移せますか？」 

災害発生時には自分の命と大切な人の命を守るため、ご自身の知識と技術が必要な場合も想定され

ます。いざというときのために、知っておきたい知識と技術“その時”に備えるお手伝いを学生と JR

東日本社員が行います。 

■開 催 日：２０２６年８月２９日（土）・３０日（日）の計２日間 

■開催時間：１０：３０～１５：００ 

■開催場所：八王子駅みどりの窓口前 

■内  容：八王子駅自由通路にて杏林大学救急救命クラブ（KELC）による蘇生訓練人形を使っ

た正しい胸骨圧迫のやり方、AED の使い方をお客さまに向け行います。蘇生訓練人形

を使用し、胸骨圧迫（心臓マッサージ）を実際に体験していただきます。 

■特別協力：杏林大学 

■協  力：東京消防庁八王子消防署、大学コンソーシアム八王子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ＪＲ東日本八王子事業本部は、「勇翔 2034」のもと、地域のみなさまとのつながりを深め、安心 

して暮らせる地域づくりに貢献するため、例年ご好評いただいている杏林大学救急救命クラブ

（KELC）による AED 体験を今年も実施します。 

○ 学生とともに「いざというとき」に役立つスキルを学びながら、災害時の行動について考える機会

を提供します。 

〇 救急業務に対する市民の皆さまの認識を深めるため、東京消防庁八王子消防署による広報活動を実

施します。 



 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

※ 天候や列車の運行状況などにより、各イベントが変更または中止となる場合があります。 

※ 掲載している画像・イラストは全てイメージです。 

※ ２０２６年７月３０日現在の情報です。 

●杏林大学救急救命クラブ(KELC)について 

KELC とは Kyorin Emergency Lifesaving Club の頭文字を取った名称で、杏林大学保健学部の主

に救急救命学科の学生で組織する団体である。2026 年７月現在 83 名の部員が在籍。活動は週に

２、３日である。救急活動の予習・復習を行う他、 

東日本学生救急救命技術選手権に向けた練習と 

救急についての知識を深める活動を行っている。 

●大学コンソーシアム八王子について 

全国でも有数の学園都市である「八王子」の地域特性を活かし、大学・市民・経済団体・ 

企業・行政から構成される 32 の加盟団体が連携・協働し、魅力ある学園都市を 

目指して各種活動を展開している団体です。 


